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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月27日(2020.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　力を受けて電荷を出力する圧電素子を有する力センサーと、
　前記力センサーを予圧している予圧部と、
　前記力センサーからの電荷を受けて電圧を出力する変換出力回路と、を有し、
　前記予圧部は、前記変換出力回路の第１グランドと短絡していることを特徴とする力検
出装置。
【請求項２】
　前記予圧部は、前記第１グランドと同電位である請求項１に記載の力検出装置。
【請求項３】
　前記力センサーおよび前記変換出力回路を収納するケーシングを有し、
　前記ケーシングは、第２グランドと短絡している請求項１または２に記載の力検出装置
。
【請求項４】
　力を受けて電荷を出力する圧電素子を有する力センサーと、
　前記力センサーを予圧している予圧部と、
　前記力センサーからの電荷を受けて電圧を出力する変換出力回路と、
　前記予圧部に電圧を印加する電圧生成回路と、を有していることを特徴とする力検出装
置。
【請求項５】
　前記電圧生成回路は、電圧源と、前記電圧源の電圧を降下させる減衰回路と、を有して
いる請求項４に記載の力検出装置。
【請求項６】
　前記変換出力回路は、電荷増幅部と、前記力センサーと前記電荷増幅部とを電気的に接
続する配線と、を有し、
　前記電圧生成回路は、前記配線の電圧と前記予圧部の電圧との差が小さくなるように前
記予圧部に電圧を印加する請求項４または５に記載の力検出装置。
【請求項７】
　前記変換出力回路は、電荷増幅部と、前記力センサーと前記電荷増幅部とを電気的に接
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続する配線と、を有し、
　前記電圧生成回路は、前記予圧部に電圧を印加することで、前記変換出力回路内で発生
するリーク電流を相殺するように、前記配線と前記予圧部との間にリーク電流を発生させ
る請求項４または５に記載の力検出装置。
【請求項８】
　前記予圧部は、前記力センサーを間に挟んで配置されている第１基部および第２基部を
有している請求項１ないし７のいずれか１項に記載の力検出装置。
【請求項９】
　前記変換出力回路は、前記第１基部と前記第２基部との間に配置されている請求項８に
記載の力検出装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載の力検出装置を備えることを特徴とするロボッ
ト。
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